
 
 

１ 結果のポイント 

（１）正答率一覧 

 平均正答率（％） 

中学校：国語Ａ 中学校：国語Ｂ 

領域 大分県 全国 差 大分県 全国 差 

全体 77 76.1 … 62 61.2 … 

話すこと・聞くこと 75.2 75.2 0.0 76.3 76.6 -0.3 

書くこと 74.8 73.9 0.9 32.4 31.3 1.1 

読むこと 77.1 76.7 0.4 54.1 53.5 0.6 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 77.2 76.5 0.7 52.7 49.2 3.5 

 

（２）国語Ａの概況：32 問（選択式 21 問・短答式 11 問） 

①県平均正答率 77％（選択式 77.3％・短答式

75.4％）。全ての領域において、全国値を上

回った。ただし、正答率が全国値に達して

いない問題が 10 問、また正答率が 7 割に達

していない問題が 8 問あった。 

②「慣用句の使用について理解し、条件に即

した文を書く」問いの正答率が 20.1％台で

あることから習得させる知識に関する指導

の工夫が引き続き、課題として挙げられる。 

（３）国語Ｂの概況：9 問（選択式 6 問・記述式 3 問） 

①県平均正答率 62％（選択式 66.7％・記述式

51.1％）で、3 領域で、全国値を上回った。 

②ただし、「話すこと・聞くこと」においては

昨年度に引き続き全国値を下回った。また、

設問ごとでは、全国値を下回ったものが 3

問、正答率が5割を下回った設問が2問ある。 

③特に「文章から必要な情報を探し、それら

を要約し理由を書く」問いは 12.0％と低調

である。より具体的な評価規準に基づき、

適切な評価活動を行い、一人一人の課題に沿った指導が今後とも不可欠である。 

（４）その他 

○国語Ａ・Ｂとも平均未満の児童は 29.3％であり、昨年度より微増した。中間層の更な

る引き上げが継続的な課題となっている。そのため、概ね満足できる状態にない生徒

に対する指導・支援を講じる準備を常にしておくことが求められる。 
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２ 課題が見られた問題と指導の改善事項 

（１）伝統的な言語文化と国語の特質に関する指導事項 

 ①語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使う 

  ＜指導事項・伝/国 1 年(1)イ(ｳ)＞Ａ８三エ 

  （正答率 30.7％・全国 29.2％） 

・「せきを切る」という言葉になじみがないために誤答となっ

ていることが考えられる。４つの言葉は、単独では正しい

言葉であるため、意味や用法を正しく捉え、文脈に即して

適切に使ったり、生徒の実態に応じて語源を理解させたり

することも必要である。 

・語彙を豊かにするためには、辞書などを用いて確認するだ

けでなく、複数の語句と比較しながらもっともふさわしい

表現を検討するなどし、実際に使用場面を設定することが

大切である。具体的な指導として、例えば、 

 ア 気になった語句をノートに書き留め、その語句を使っ

た短文を作ったり，話や文章の中で使ったりする。 

 イ 文学的な文章の学習で、登場人物の人物像などを四字  

熟語や慣用句を用いて表す。 

 等が考えられる。過年度の授業アイディア例（平成 21、24、26、29 年度）を参考に   

 実践を行うことが求められる。 

 ②文の成分の順序や照応、構成を考えて適切な文を書く 

  ＜指導事項・伝/国 2 年(1)イ(ｳ)＞Ａ８四２ 

  （正答率 20.1％・全国 22.3％） 

  ・文の中における主語を捉えたり、主語を明示しながら 

適切に表現したりすることに引き続き課題があると考

えられる。 

〈誤答例〉 

誤答文 誤答の理由 反応率 

・親友の勇気ある行動に心を打たれた。 

・映画の最後のシーンに心を打たれた。 

主語が抜けてい

る 
66.0％ 

・文を書く際には，文の成分の順序や主語と述語の照応   

  などを整え、伝えたいことが相手に伝わるようになっ   

  ているかを常に吟味するように指導することが大切で 

  ある. 

・実際の指導に当たっては，平成 21 年授業アイディア例

「推敲の観点に基づいて，推敲の仕方を身に付けるこ

とができるようにする。」も参考にしながら、単元の構

想づくりを行うことが大切である。 

【参照】「平成 30 年度全国学力・学習状況調査報告書」55～61 ページ 
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（２）書くこと（読むこと） 
 ①目的に応じて文章を読み、内容を整理して書く。 
  ＜指導事項・書くこと２年ウ／読むこと１年イ＞ Ｂ２二 （正答率 12.0％・全国 13.3％） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・この文章では、｢天地無用｣を誤った意味で受け取る人が多い理由について、複数の 
 段落を使い、大きく二つ述べている。そのような文章の構成や展開に着目し、目的 
 に応じて文章を読み、内容を的確に捉えてまとめる力が求められる。 

〈誤答例〉 

誤答文 誤答の理由 反応率 

「無用」は「してはならないこと」という意味だが、現在は、「禁止」と

いう言葉を用いたり、丁寧に書かれたりするようになった。そのために、

「してはならないこと」という意味での使い方があること自体、分かり

にくくなっているから。 

必要な情報の２つのうち、

１つしか含められていな

い。 40.8％ 

「天地無用」という言葉を誤った意味で解釈してしまう人がいる理由は

「無用」という言葉を「役に立たないこと。いらないこと」や「用事が

無いこと」という意味に取ってしまっているから。 

文章中の表現を用いてい

るが，目的に応じて文章を

読み、必要な内容を捉える

ことができていない。 

40.0％ 

  ・目的に応じて文章の内容を的確に読むためには、文章の中心的な部分と付加的な部

分、事実と意見などとを読み分け、文章の構成や展開を捉えて内容を理解するよう

に指導することが必要である。 

  ・指導に当たっては、平成 23・24 年度授業アイディア例も参考に、単元を構築し実践 

することなどが重要である。 

 

【参照】「平成 30 年度全国学力・学習状況調査報告書」66～72 ページ 
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３ 指導改善のポイント 
（１）適切な言語活動とその充実が図られる単元設定を行う 

 ①付けたい力を付けるにふさわしい言語活動であるか 

   国語科の言語活動は、生徒の目的意識や必要感をかき立て、単元で一貫した問題解  

  決を目指して位置付けるものである。また、国語科では、言語活動を通して付けるべ 

  き力を生徒が身に付けられるようにするため、付けたい力及び指導事項を明確にして  

  言語活動を設定することが重要となる。 

 ②多様な図書資料等の有効な活用を行っているか 

   目的に応じた言語能力を身に付けさせるためには、多様な図書資料等を活用する言

語活動を行うことが必要である。また、考えを深めたり広げたりするためにも情報を

比較・関連付けて考える指導をすることも必要である。 

 ③既習事項（または知識・技能）を活用する言語活動であるか、また知識・技能の確実 

  な定着を図っているか 

   知識・技能や言語能力は一度の指導で身に付くものでなく、繰り返し指導していく 

  ことで習熟するものである。そのため、その既習と未習の別や系統性等を把握したう 

  えで意図的・計画的に指導していくことが重要である。 

 
（２）主体的な学びを促す「めあて」等の設定と指導に生かすことができる「より具体的 

  な評価規準」を設定する 

 ①適切な「めあて」「課題」「まとめ」「振り返り」の設定があるか、また、国語の学習と 

  して適切な「振り返り」となっているか 

   １時間の授業において、学習の見通しを持ち、自分の学びをメタ認知することが重 
  要である。そのために適切な「めあて」～「振り返り」の設定が必要となる。また、 
  「振り返り」も言葉による見方・考え方の深まりが見え、今後の学習の展望が述べら 
  れるものであることが望ましい。 
 ②指導事項・指導領域・評価の焦点化が見られるか。またそれらに基づいた「Ｂ おお 

  むね満足できる」状況が具体的に想定され、評価の場面や方法は適切であるか、「Ｃ 

  努力を要する状況」の生徒への指導や支援は行われているか。 

   評価規準の具体化をすることで、生徒をすばや

く見取り、その時間内あるいは事後に努力を要す

る状況の生徒に対する指導・支援を行うことにつ

ながる。個に応じた指導のためには、評価規準の

具体化は欠かせず、それに基づいた具体的な指

導・支援を指導案等に位置付けるなど、事前の準

備等も重要となる。 
 

（３）その他、国語科授業で取り組むべきこと 

 ①必要な言葉を使用し、言葉で思考を深めること 

  どのように思考するのかをきちんと理解させるためにも、既習の語句（例えば「引 



 用」「要旨」「要点」など）を理解させて意図的に使用させる必要がある。 

 ②言語活動の成果物を掲示や展示 

  言語活動の成果物を互いに見ることで、   

 考え方が広がる契機にもなる。また、言語 

 活動に関連する資料の紹介も学習の環境を 

 整える意味で有効である。 

 ③特に活用に課題がある場合の取組 

  活用に課題がある場合の工夫として、条件に即応して記述しなければならない場面  

 を設定することがある。時間・字数・文章の形態や種類・文体・対象・使用語彙・要 

 約・引用・例示・表現技法・構成等、条件を踏まえる必然性のある活動を設定する。 

 

（４）学校全体で取り組むべきこと 

①漢字や語句、文法、表現技法等の習得 

 漢字や語句、文法等の確実な習得には、繰り返し練習が不可欠である。繰り返し学習 

できる環境を学校全体で整えることが大切である。 

②全校一斉読書や各教科における学校図書館の活用 

  様々な力を下支えするものとして、活字に親しませることが必要である。多様な図書 

 資料を自ら手を伸ばすように指導し、不読者を減らす取組をしなければならない。司書 

 教諭や学校司書と協力し、バランスのよい読書指導をすることが重要である。 

  質問紙 「この１か月の間に本を何冊くらい読みましたか。」（単位は%）※県調査質問紙による 

  

 生徒質問紙「⒂学校の授業時間以外に普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれ

くらいの時間，読書をしますか」

と教科の正答率のクロス集計で

は、右のようになっており、日に

10 分以上の読書と国語の力は一定

の相関が見られる。読書習慣を身

に付けさせる取組を学校全体で行

うことは有効な手段の一つであると考えられる。 

 また、学年が上がるに従って、書籍だけでなく、新聞、インタ

ーネット、テレビ、ラジオ等の様々な情報を利活用することも求

められる。そのために、国語科だけでなく、各教科や領域におい

て、図書館の利活用の推進をしなければならない。例えば、毎日

その日の新聞を生徒の見えるところに掲示して、情報が目に入っ

ていくようにしたり、必要な情報がすぐに取り出せるように教室

に辞典を配置したりして、適切な言語環境を作ることが、その第

一歩になる。 

 ０冊 １～２ ３～４ ５～６ ７～８ ９～10 11～20 21～30 31 以上 その他 

県（30 年度） 17.4 39.4 19.5 8.8 3.9 4.1 3.1 1.4 2.1 0.3 

県（29 年度） 15.9 38.9 20.4 9.2 4.1 4.5 3.6 1.1 1.9 0.3 

県（28 年度） 21.1 38.1 18.5 8.2 3.6 3.9 3.0 1.1 2.1 0.2 

 国語Ａ 国語Ｂ 

１ ２時間以上 78.2 64.4 

２ １時間以上，２時間より少ない 78.0 64.1 

３ ３０分以上，１時間より少ない 79.3 65.1 

４ １０分以上，３０分より少ない 78.8 64.4 

５ １０分より少ない 76.5 61.4 

６ 全くしない 74.6 58.2 


